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芸工大広報誌のタイトルは「g g」。最初の「g」は芸工大のgであり、もう一つの「g」
は芸術市民のg。文化的志向を持つ皆さんを「芸術市民」と名付けました。あの絵が
好き！ このデザインかっこいい！ 景観がきれい！ こんな風に日常の中で感動できる人
は立派な芸術市民。そんな芸術市民のみなさんと芸工大が、「＋」より強い「 」で結
ばれることで、新しい何かを創り上げていきたい、そんな思いを込めて「g g」、親し
みを込めて「ジー・ジー」と呼んでください。
広報室では、「g g」を置いていただけるショップやギャラリーなどを随時募集中です。
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日本画、洋画、総合美術など様々なコースの学生が参加して
いるチュートリアル「東北画は可能か？」。“未来に持っていくも
のと置いていくもの”をテーマにした共同制作作品『方舟』には、
朝と夜に抱かれた山々や田園、コンビニや高層ビル、原発など
が描かれ、観る者に“あなたはどう？”と問いかけてきます。学
生たちの個性と現実感がぶつかり合い結実した作品です。

「東北画」について詳しく紹介しています。

未来に持っていくもの、置いていくもの。
「東北画は可能か？」プロジェクト『方舟』が完成。

表紙のアート

TUAD IS HERE
●日常の中の芸工大

福島の子どもたちに創造体験「キッズアートキャンプ山形」を開催。〈東北復興支援機構TRSO〉

福島第一原発事故で被災された南相馬

市の親子22組、合計105名を夏休み期間

中に芸工大へ3泊4日で招待する「キッズ

アートキャンプ山形」を行いました。プログ

ラムは、ステンシルを使ったTシャツづくり

や草木染め、陶芸、果樹園や水田での農

業体験などで構成し、美術大学らしい創

造体験と山形らしい自然に触れる機会を

設けたもの。最終日には、南相馬を象徴す

る「相馬野馬追」をモチーフにした大きな

旗を2枚制作。前日に書いた「未来の君へ

のメッセージ」が馬の身体に写し取られ、

参加者全員の未来への願いが込められた

応援旗が完成しました。
WEB イベント参加者の声を紹介しています。
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※写真はイメージです

マエキタ：東日本大震災と原発事故で日本の安全神話は崩れ、

今まで見えてないものが見えるようになってきました。社会学者

の宮台真司さんは「今までは“依存”して上手くいかないと“文

句”を言う時代、これからは“引き受けて自分でやる”時代」と言

っています。これは、原発にも政治にも言えることですね。そして、

エネルギーを自然で安全なものに変えていこうと考えると、政治

の体制を変えていく必要性が出てくるんです。

竹内：任せておけばなんとかなるだろうと思っていたことが、ど

うにもなりませんでしたね。僕は、サスティナブル10の提言の後

にエコハウスを作ってみて、単純にエコハウスが増えれば自然エ

ネルギーでいける、ということが分かってきました。まだ3年くら

いの活動で山形エコハウスの経験しかないですが。

マエキタ：私も似たようなものですよ。政治や原発について勉強

し始めたのは3.11以降。本質的

にしわよせの構造で人権的

にも問題がある仕組みだと

言われている原発を止めら

れたらいいよね、という発想で

エネシフジャパン（エネルギーシ

フト勉強会）を始めました。

竹内：その成果のひとつとして、再

生可能エネルギー促進法案が通り、

浜岡原発が止まりましたね。

マエキタ：これは、私たち

の力で政治をクリエイティ

ブにすることができると

いう手がかりができた

点が大きい成果でし

た。審議の傍聴や国

会議員との勉強会を

重ねると、議員が審議

に対して真剣に取り組

むようになってくるんです。

こちらが働きかけて国会議員も官僚もみんなが力を合わせれば、

政治は応えてくれるし、手の届く身近な存在だということがわか

りました。

竹内：10月から山形で開催する「エネルギーシフト勉強会 in山

形」は、これまで白紙委任していた状態から、みんなで考えてい

く時代に変えよう、声を出そうという動きです。山形の皆さんには

是非参加してもらいたいですね。

竹内：被災した東北でただ復興するのではなく新しい何かを興

すことが、夢や希望に繋がります。原発に頼らず自然サイクルで

賄える持続可能なエネルギーが、震災を受けて一層注目を浴び

ていますが、たとえば漁業をやっている人が風車を、農業をやっ

ている人が太陽光発電を担い副業としてやっていけるようにす

れば上手くいくのではと考えています。バイオマスエネルギーが

普及しているオーストリアで、道路の下に敷設する配管につい

て「日本ではとても高いですよね」という話をしていると、その辺

のおじちゃんが「それ俺が掘ったんだ」と言っていたことがあり

ました。エネルギーは身近で重要で、そして自分たちでなんとか

できる問題なんです。

マエキタ：私は、竹内先生にエコハウスを見せてもらった時の経

験がすごく大きくて。熱交換機を見た時に「えーこれだけ！？ロー

テクじゃないですか！」ってびっくりしたんです。こんな簡単なシス

テムがなぜ普及しな

いのかを聞いたら

「ローテクだから」っ

て答えられて（笑）。

竹内：極端な言い

方をすると、エコハ

ウスって断熱材が

多いだけですからね。

でも、それだけであれ

だけのことができる。

マエキタ：「あー、ローテ

クがエコなんだ」と学び

ました。日本はハイテクに

強いけどローテクなものを

取り入れようとするモチベー

ションは弱いですね。ローテクの

追求がされていないんです。

竹内：家の契約電気容量も20Aで済むところを50Aに設定した

り、お任せでも快適になるように、過剰な設定にしていた傾向は

ありますね。

マエキタ：これからはローテク方面に工夫を凝らしたハイテクが

必要なんじゃないですか。ハイテクにして依存するのではなく、

ローテク的なものの使い心地の良さに技術を花開かせていくと

いうことが。しあわせって、きっとローテクなんですよ。好きとか、

愛してるとか、誰にも依存しないで判断してるじゃないですか。

それをそのままエネルギーや政治、国会、地方議会に繋げてい

けば、もっと私たちはしあわせになると思います。美味しいとか、

気持ちいいとか。

竹内：安全な暮らしとか。

マエキタ：楽しいとか、クリエイティブも。

マエキタミヤコ　Miyako Maekita

コピーライター、クリエイティブディレクター、建築・環境デザ
イン学科客員教授。1963年生まれ。東京都出身。大学卒
業後、電通に入社。94年よりNGOの広告に取り組み、2002

年広告メディアクリエイティブ〈サステナ〉を設立。これまで
準広告電通賞や日経「話題になった広告」、グッドデザイン
賞など数々の賞を受賞。「100万人のキャンドルナイト」よび
かけ人。最近は、「フードマイレージ」キャンペーンや、「いき
ものみっけ」プロジェクトを手掛けている。雑誌『エココロ』編
集主幹など。主著に『エコシフト』、『でんきを消して、スロー
な夜を』などがある。
サステナURL：http://www.sustena.org/

竹内昌義　Masayoshi Takeuchi

建築家、建築・環境デザイン学科教授。1962年生まれ。神
奈川県出身。東京工業大学大学院修士課程修了。NHK

長野放送会館建設のコンペをきっかけに発足した建築設
計事務所〈みかんぐみ〉のメンバーとして、2005年の『愛・
地球博トヨタグループ館』をはじめ、住宅から仮設建築物、
小学校にいたるまで、さまざまな物件の建築設計を手がけ
る。「Rプロジェクト」や「CET（Centra l  East  Tokyo）」な
どに参画、まちの活性化に取り組むほか、子どものための
ワークショップなど、幅広い活動を展開している。2009年
『未来の住宅カーボンニュートラルの教科書』を共著。
みかんぐみURL：http://www.mikan.co.jp/

いま見えてきた、これからの日本の姿とエネルギーシフト。
身近なところから、暮らしと社会の変わり方を考えます。
●マエキタミヤコ客員教授  × 竹内昌義教授  対談

しあわせって、きっと
ローテクなんですよ。
マエキタミヤコ

［クリエイティブディレクター］

エネルギーは

自分たちでなんとか
できる問題なんです。
竹内昌義
［建築・環境デザイン学科教授］

エネルギーのことに2011年3月11日までは無関心だった人は多い

はず。しかし、私たちの電気の一部を支えていた原子力発電所

の事故は、日本人がかつて経験したことのない災害にまで発展

しています。そこで多くの一般の方と共に、どうしたら安全で快

適な暮らしや社会がつくれるかを、ゲストとの対談を通じて考え

ていきます。

第1回目は、再生エネルギー法制定に向けて多くの人を巻き込み

勉強会を仕掛けてきた、マエキタミヤコ氏をお招きして、いかに

個々人が声を上げることが大切か、ということを考えていきます。

その後、田中優氏など、エネルギーに関する専門家をお招きして、

勉強会を進めていきます。お気軽にご来場ください。
◎日時：第1回 10月19日（水）18:00～20:00／第2回 11月12日（土）13:30～
15:30／第3回 調整中 

◎会場：東北芸術工科大学  本館4階408講義室
◎パネリスト：竹内昌義  教授／馬場正尊准  教授／三浦秀一 准教授  

◎ゲストパネリスト：第1回 マエキタミヤコ 客員教授／第2回 田中優氏／第3

回 調整中 

◎対象：一般市民、学生（聴講料、予約方法など未定） 

◎主催：東北芸術工科大学  建築・環境デザイン学科／東北復興支援機
構TRSO／NPO知音

エネルギーシフト勉強会 in山形
東北における自然エネルギー転換プラン－新しいふるさとづくり

東北のこれからの故郷のイメージ図。山頂や沖
合に2MWの風力発電を4,660本。住宅は4KW/

戸、集合住宅は1K W /戸の太陽電池を設置す
るなどで、東北で使用する電気は供給可能。森
林の成長量の50％をバイオマスエネルギーとし
て暖房や給湯に利用します。地場産業とも親和
性があり、復興を支える経済的基盤にもなりま
す。作画は、本学卒業生の後藤拓朗さん。

3.11以降、大きく変化した人々や暮らし、地域社会の価値観。
新しい意識をもとに、芸工大も確かに動き出しています。

間伐材などを利用した、組み立て式の木造仮設空
間『ニコニコフレーム』。これまでも被災地各地に設
置をしてきましたが、客員教授の森みわさんの提案
で、宮城県女川町にも展開する予定です。女川の
被災者が地元で買い物などができ、地域経済の復
興のきっかけになるように、30セットのニコニコフレ

ームを用いて、飲食と日常雑貨や生鮮食品が購入
できる店舗を集めた小さな商店街を設置します。年
内の完成を目指しています。

木造の仮設商店街を被災地に

衣・食・住という言葉の通り、毎日の暮らしに欠かせな
い住まい。建築・環境デザイン学科では、一人ひとり
が持っている“こんな家に住みたい”や“こんな暮らし
をしたい”を実現するために必要な知識と技術、そし
て美意識を育みます。部屋の模様替えといった身近
な部分から建築、さらには地球環境まで、未来を見
据え幅広く横断的に学んでいきます。エコハウスの建
設やサスティナブル10の提言、山形R不動産、蔵プロ
ジェクトなど実践的な取組みも幅広く展開しています。

建築・環境デザイン学科
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地域が抱える課題に対し、大学のデザイ

ン力と企画力でサポートする〈共創デザイ

ン室〉は、キックオフイベントとして「共創

のテーブル」を開催しました。3回目のテー

マは“エネルギーシフトとモビリティデザイ

ンの新時代”。ファシリテーターに、山形出

身の世界的工業デザイナー奥山清行氏と

共創デザイン室長の上原勲准教授を迎え、

震災後の山形からデザインの可能性を探

りました。

今回のセミナーでキーワードとなったのは、

エネルギーシフト、自然エネルギー、スマー

トグリッド、スマートシティ、モビリティデザ

インなど、世界が注目し地球規模で考え

ていく必要のある事柄です。国内外で様々

なデザインチームとプロジェクトに携わって

きた奥山氏は、これらを実現可能にする考

え方と、街づくりとエネルギーの在り方につ

いてレクチャーしました。「チーム力が高い

のが日本で、個人力が高いのはイタリアだ

と思われていますが、本当は逆。日本人は、

人と議論して一致団結するより、特有の倫

理観で自分の考えを伝えないことが多い

ですね。コツコツとものづくりをする個人力

の方が高いんです」という奥山氏。その人

間力を地域の力にし、スマートシティのよう

な理想的な町づくりを実現するアイディア

について参加者たちがディスカッションし、

活発な意見交換が行われました。

奥山清行　Kiyoyuki Okuyama

1959年生まれ。山形県出身の工業デザイナー。世
界的なカーデザイナーとして知られ、イタリアピニン
ファリーナ社デザインディレクターを経て2006年9

月に独立。現在、KEN OKUY AMA  DESIGNの

CEO。山形カロッツェリア研究会代表、グッドデザ
イン賞選考副委員長、ニュートンデザイン代表。

奥山清行氏がレクチャーする
エネルギーシフトとモビリティデザインの新時代。
●「共創のテーブル」 会期：7月29日、8月11日、12日  会場：やまがた藝術学舎

1年次から映画、CG、アニメーション、写真など、多くの映像分
野を横断的に学び、独自の表現方法と感性を磨いていく映像学
科。撮影機材や編集ソフトの使用方法、シナリオや編集の仕方
など、基礎から映像制作の力を身に付けていきます。興味のあ
る分野だけにとどまらず、様々な映像に触れることで発想と表
現の幅を広げ、多角的な見方を探っていきます。

私たちの生活を取り巻くあらゆる製品や空間を創造するデザイ
ナーを養成するプロダクトデザイン学科。文具・雑貨、家具、家
電、自動車など、身の周りの「もの」の形や色には、それぞれに意
味があります。使いやすい形、安全な形、楽しい形…。生活を支
えるものをデザインすることは、未来の暮らしを形づくることにつ
ながります。

山形の製造・建設業、農業や観光などの地域振興を、東北芸術
工科大学のデザイン力や企画力、そして学生の若い力でサポー
トする、産業界と大学の連携窓口です。これまでに手がけた成
果物も一部、展示しています。マネジメントスキルを持った大学
職員が常駐し、訪れた市民とともに、デザインによる産業振興に
ついて語り合い、行動する地域デザインの実験室です。
URL：http://gs.tuad.ac.jp/kyoso/

東北復興支援機構主催の「荒井良二とふらっぐしっぷ」が公益
社団法人企業メセナ協議会の「第4回GBFund」助成活動に採
択されました。助成額は上限50万円。GBFundは、2011年3月23

日に企業メセナ協議会が立ち上げたもので、被災者を応援する
目的で行う芸術・文化活動や、被災地の文化資源を再生する活
動として、今後5年間支援されます。今後の活動にもご期待くだ
さい。

津波で甚大な被害を受けた宮城県女川町。

未だに避難所で暮らす住民も多く、仮設住

宅の建設が急ピッチで進められています。

建築家で京都造形芸術大学の教授であ

る坂茂（ばん・しげる）氏は、仮設住宅189

戸とコミュニティ施設の建設に着手。既存

の平屋プレハブの仮設住宅は、女川では

用地が足りないため2～3階建てとし、総合

運動公園内に建設しています。また、十分

な収納を確保して少しでも快適な生活が

送れるように、室内には合理的な壁面収納

がデザインされました。

建設作業の中で、壁収納に使われる棚の

制作と設置のボランティア募集は坂教授

の呼びかけにより、片上義則教授を中心に

本学のデザイン工学部が全面的に協力。

被災地の力になりたいという多くの人の手

によって作業が進みます。岐阜県出身でプ

ロダクトデザイン学科3年の宮島康太さん

は、震災時に山形で学生をしている意味を

考えボランティア活動の参加を決めました。

「棚の組み立てや塗装のほかに運搬など

をしています。作業の全てが被災者の方々

に繋がっているんだと思うとやる気が出て

きます」と語る宮島さん。完成を待ちわび

ている避難所の方々を身近に感じながらの

作業には熱が入り、多くの学生が得意分

野で力を発揮していました。

山形出身の絵本作家、荒井良二氏が3.11以

降の“日常”の気持ちを絵にかえて、4つの港

町に応援フラッグを掲げる「荒井良二とふ

らっぐしっぷ」が、9月19日に仙台でフィナー

レを迎えました。これまで3回、塩竈、多賀

城、七ヶ浜で制作してきたあたたかくいきい

きとした印象のフラッグが壁一杯に展示さ

れ、カフェプロジェクト「コーヒーエイド」が提

供するコーヒーの香りが漂う会場の仙台10-

BOX。チェロ奏者の坂本弘道氏と荒井良二

氏のギターによるライブから最後の「ふらっ

ぐしっぷ」は幕をあけました。

音楽に呼応するように、舞台かかる帆となる

白い布に絵具を走らせます。会場中央の大

きな白い船に荒井氏が色彩を落としていく

と、自然と子どもたちが集まります。山と空と

太陽、野菜などが描かれた船に、肘まで使

って絵具を広げる子、指先で少しずつ色を

叩いてみる子、多くの子どもたちが手のひら

で絵具に触れていました。

最後に船に掲げられた帆には大きく“ぼくら

の”の文字。荒井氏は「“ぼくらの”のあとには

何が入るのか考えてみてください。ぼくらの

“スイカ”でもいいし“ミルク”でもいい。“ぼくら

の”○○○が大事で、それを毎日考えて頭の

中を更新しながら進みたいと思うんです」と

語り、この船が次の“日常”へ出発することを

促すように、イベントは終了しました。

荒井良二　Ryoji  Arai

1956年生まれ。山形県出身。イラストレーター・絵
本作家。小学館児童出版文化賞、ボローニャ国際
児童図書展特別賞、講談社出版文化賞絵本賞、
日本絵本賞ほか、2005年にはスウェーデンの児童
少年文学賞「アストリッド・リンドグレーン記念文
学賞」などを受賞するなど海外でも高い評価を受
けている。

映像学科 プロダクトデザイン学科共創デザイン室 荒井良二とふらっぐしっぷ

10月6日から13日にかけて開催された山形

国際ドキュメンタリー映画祭で、映像学科

教授の根岸吉太郎学長のゼミに所属する

映像学科3年の9名が東日本大震災をテー

マにそれぞれ監督・制作した、3分11秒の

短編劇映画が上映されました。これは根

岸学長の提案によるもので、いまの時代に

芸工大で映像と関わる学生のこれからを

考えた時に、自分が経験した東日本大震

災ときちんと向き合ってものづくりをする必

要がある、という想いでスタートしています。

制作の課程では、向き合うべき事の大きさ

に悩んだ学生もいましたが、お互いに想い

を語り合い、整理し、熟考しながら作品に

取り組んでいったそうです。「あの時、山形

にいた学生は大きな被害にはあっていま

せん。友人を失った学生はいましたが、太

平洋側の現地で被災した人との間には距

離があります。被災者の気持ちに対して、

寄り添いたい時に寄り添い、時には距離も

おける、ということが可能な位置。その認

識を持ちながら、命とは、生き残ることとは、

を見つめている作品です。基本的にはドキ

ュメンタリー作品ではありませんが、3.11か

ら行き着く心のドキュメンタリーみたいなも

のです」と語る根岸学長。ゼミとしても、本

格的な映画を撮るのは初めて。この作品が、

映像作家を目指す学生たちの第一歩にな

ることに期待を寄せていました。

根岸吉太郎　Kichitaro Negishi

学長／映像学科教授。1950年8月24日生まれ、60

歳。東京都出身。早稲田大学第一文学部演劇学
科卒業後、74年日活に入社。78年『オリオンの殺
意より、情事の方程式』で監督デビュー。『ヴィヨン
の妻～桜桃とタンポポ～』で2009年モントリオール
世界映画祭の最優秀監督賞を受賞。

東北芸術工科大学3.11プロジェクト。
3分11秒で残す学生たちの心のドキュメンタリー。
●「山形国際ドキュメンタリー映画祭」 日時：10月9日18:00～19:45上映

女川町に新たな被災者仮設住宅を建設。
建築・環境、プロダクトデザイン学科を中心にボランティアも。
●「女川町プロジェクト」  会期：8月24日～10月30日  会場：宮城県牡鹿郡女川町

海辺の街にはためく応援フラッグ
アートで地域に笑顔を咲かせ、仙台でフィナーレ。
●「荒井良二とふらっぐしっぷ」 会期：9月19日  会場：せんだい演劇工房10-BOX

WEB ボランティアの学生の声を紹介しています。

片上義則　Yoshinori  Katagami

デザイン工学部長／プロダクトデザイン学科教授。
1975年（株）東芝に入社し、空調・映像・家電機
器デザインを担当。1984年～85年にイタリア留学。
1999年CS推進センター企画担当、2003年東芝デ
ザインセンター長を経て、2009年4月からデザイン
工学部プロダクトデザイン学科教授。日本感性工
学会会員。

その“場”を見つめた
モノ作りが大切です。
片上義則
［デザイン工学部長］

僕ら地図を作って
行こう、今の今からの
地図を描こう。
荒井良二［絵本作家］

この時期だからこそ、
どんな映像を写すのか
を考えて欲しい。
根岸吉太郎
［学長／映像学科教授］

同じテーブルの
知らない人とエネルギー
について話したこと、
その経験が軸になる。
奥山清行［カーデザイナー］

3.11以降、大きく変化した人々や暮らし、地域社会の価値観。新しい意識をもとに、芸工大も確かに動き出しています。
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心の通った支援のために、美術教師となった卒業生たちが活動しています。

奈良と東北の子どもたちが、それぞれが住む土地の風景や大

事な家族の絵、メッセージを相互に寄せ合う「アートでつなぐ

奈良・東北フェスティバル」というプロジェクトが始動していま

す。発起人は、美術科洋画コースの卒業生で高校美術の教職

に就いている西村淑恵（旧姓：巽）さん。大学時代の恩師や後

輩たちに声をかけ、東北の子どもたちが思う“すてきな東北”を

絵画にして関西へ伝えています。一方で、西村さんが教えてい

る奈良の子どもたちからは“すてきな奈良”や東北を想う心を伝

え、地理的には遠く離れている関西と東北の心の距離感を縮

めています。

「震災のあと、東北の同期生たちに電話をしたら『大丈夫。東

北のことを想ってくれて嬉しい。ありがとう』という声が返ってき

ました。その言葉がずっと心に残り、物資を送るだけの援助で

はなく、気持ちで繋がるような支援をしなければ、と考えるよう

になりました」と、プロジェクトを始めたきっかけを語る西村さん。

その想いに賛同した、西村さんの後輩であり芸工大美術科講

師の青山ひろゆきさん、福島県川俣町の中学校で美術を教え

ている岡崎裕邦さんも力を合わせ、一度限りのイベントではなく

継続的な心の交流にしていくために情報交換を重ねています。

恩師である木原正徳教授は、「大学を離れた卒業生が東北の

ことを想い、専門分野を活かして駆けつけてくれたのが何より

嬉しいです。大学開学から20年が経ち、教え子たちが日本中

の教育現場にいるということに改めて気づかされました。これ

からも、母校を基軸に多くの卒業生たちが信頼をもって繋がり、

新しいことを始めていって欲しいですね」と、喜びと期待を語り

ました。

今回、「アートでつなぐ奈良・東北フェスティバル」で描かれた

絵画を芸工祭で展示することになり、会場に集まった木原教

授と西村さん、青山さん、岡崎さん。厳しかったという木原教授

の指導、講評会のあとの楽しみだったアトリエでの飲み会、懐

かしい想い出話に花を咲かせながら当時を振り返ります。「先

生、昔と違って目元のあたりとか随分と優しげな印象になりまし

たね」と西村さんが話しかけると、木原教授は「当時は草創期

で教員も少なかったし、僕が頑張って厳しいことも言わなきゃ、

と肩に力が入っていたんだよ」と笑って答えました。

「アートでつなぐ奈良・東北フェスティバル」を通して西村さん

の被災地に対する想い、岡崎さんが話す福島の中学校の現状

や青山さんのプロジェクトに対する考えに耳を傾け、「大学が

蒔いた種が各地で成長して実をつけ、また新たな種を蒔いて

いくようです」と感慨深く語る木原教授。美術教師となり、もの

づくりの楽しさや手応えを伝えていく立場になった卒業生たち

の活躍をあたたかく見守っています。

豊かな色彩と独特の絵肌で、見る者の心を揺
さぶり、感動を与える油彩の世界。画面いっぱ
いに筆を走らせ、自分の想いを一つひとつの色
として塗り重ねていく過程は、自分自身をじっく
りと見つめ続ける行為でもあります。洋画コース
では、自らの手で試行錯誤を繰り返しながら、
新しい表現の可能性を追求していきます。

美術科  洋画コース

木原先生が芸工大にいると
思うと心強いし、
会えば原点に戻れる気がします。
いつまでも大学にいてくださいね！
（OGの西村さん）

学校の美術室は、様々なものが生
まれる卵のような空間。美術教師
は、その血流を新鮮にするために
作品を作り続けないといけないよ。
（木原正徳教授）

写真左から：岡崎裕邦さん、西村淑恵さん、
木原正徳教授、青山ひろゆき講師

西村淑恵（旧姓：巽）　Yoshie Nishimura

奈良県出身。東北芸術工科大学美術科洋画コース
3期生。学生時代は、教育・運動チュートリアル、柔道
部、山登りサークルなどに意欲的に参加。小学生の時
に出会った教師に憧れ教員を目指す。現在は奈良県
立高円高等学校美術科教員。

木原正徳　Masanori Kihara

1958年生まれ。長野県出身。武蔵野美術大学卒業、
二紀展（東京セントラル美術鑑賞、田村賞、宮本賞、
ほか）、青木繁記念大賞展（わだつみ賞）、別府現代
絵画展、損保ジャパン美術財団選抜奨励展など。文
化庁芸術家海外留学特別派遣（08イタリア）、二紀
会委員。東北芸術工科大学美術科洋画コース教授。

今回の作品は12月2日（金）～4日（日）に開催される「奈
良県立高円高校  美術・デザイン科作品展」にて展示
されます。会場は、奈良県文化会館と高円高校の2会
場。高円高校美術・デザイン科に在籍する210名の生
徒作品、絵画や版画、デザイン画、石彫や塑像など約
600点を展示します、また共同制作したアートフラッグも
展示予定です。お近くの方は是非足をお運びください。

芸工大が育んだ、
信頼関係という大きな想いが
奈良と東北をつなぎます。

肘折温泉に連なる旅館、土産屋の軒先に趣

き深い八角形の灯ろうが揺れる「ひじおりの

灯」は今年で5回目。絵画やデザインを専攻す

る学生たちがそれぞれの店の特色を描き、手

漉きの月山和紙に表現した『肘折絵巻』は8月

2日から31日の間展示され今年も湯治客の目を

楽しませました。昨年参加して以来すっかり

肘折温泉のファンになったという、芸工大卒

業生で銅版画家の佐藤真衣さんは今年も参

加。ウサギやイノシシたちがだんごを食べてい

る楽園のような灯ろうを作り出しました。制作

に関わった学生たちと地元青年団が湯治客と

触れ合う屋台『肘折黒』は、昼はイベントの情

報提供の場として、夜はカフェ&バーとして今

年も大活躍。青年団の早坂隆一さんは「昨年

来てくれたお客様が『黒』を楽しみにしてまた

訪れてくれました。もう一ヶ月くらい延長して開

店したかったですね」と、肘折温泉に根付い

た新たな交流に喜びを感じていました。

山形の夏を熱くする山形花笠まつりが今年も

開催されました。芸工大では期間中、花笠パ

レードに参加したほかに、山形まなび館で参

加型イベント「やっ初まか初」を企画。花笠の

踊りをレクチャーし、誰でも気軽に「飛び入り

参加コーナー」に入っていける場を作りました。

踊りを教えるのは、涼しげな浴衣に身を包ん

だグラフィックデザイン学科の学生有志です。

初めての人でもわかりやすいように、踊り姿の

正面、背面を見せながら、「パッと花が開くよ

うに手を挙げて」「山から風が降りてくるよう

に腕を下ろして」など、花笠踊りのイメージが

わくようなフレーズで丁寧に指導していました。

企画の代表を務める4年生の本間拓真さんは

「七日町を元気にしようというプロジェクトから

スタートした企画ですが、地域の人や会社、

山形大学の学生と関わる機会にもなり、こち

らが学ぶことが多かったです」と、祭りを通し

て豊かな経験を得たことを伝えました。

「ひじおりの灯」を囲む
『肘折黒』が今年もオープン。

誰でも気軽に「やっ初まか初」。
花笠まつりを盛り上げました。

WEB 「ひじおりの灯」の詳細を紹介しています。

WEB 「やっ初まか初」の詳細を紹介しています。

山形の夏を彩る各地のお祭り。
自らも楽しみながら、
地域の盛り上げに関わる学生の姿。
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NEWS & TOPICS東北芸術工科大学の「できごと」セレクション
※学年や所属は、発表・受賞時のものです。 NEWS & TOPICS

“思い出の風景”の成り立ちから
被災地復興を考える

大学院仙台スクールでは、7月25日に公開講座「“思
い出の風景”から考える被災地復興」を廣瀬俊介  

建築・環境デザイン学科准教授を講師に開催。震
災被災者の意に即した復興方法を考える際、“思い
出の風景”がどう被災地の未来へ活かせるのか、思
い出の風景の成り立ちを読む方法についてや、現地
での取組みを報告。市民活動への参画を募りました。
またこの講演会は、8月12日に本学と姉妹校の京都
造形芸術大学でも開催しました。

アートの再生と新生をテーマにした
「Emerging」展開催

洋画領域・佐藤未希さん「ART TAIPEI」
「ART OSAK A 2011」に出品

大学院洋画領域1年の佐藤未希さんが、8月26日
～29日にTaipei  Wor ld  Trade  Center（台北世界
貿易センター）で開催されたアートフェア「A R T 

TAIPEI」と、9月22日～26日に開催された韓国アー
トフェア「KIAF」に100号の大作を含む作品を、ギ
ャラリー椿のブースから出品。また、7月9日～10日に
ホテルグランヴィア大阪で開催された現代美術の
アートフェア「ART OSAK A  2011」にもギャラリー
椿、Yoshimi Artのブースから出品しました。
ギャラリー椿U R L：h t t p : / / g a l l e r y - t s u b a k i . jp /

tsubaki.html

ART OSAKA 2011 URL：http://www.artosaka.jp/

7月22日～31日に3331 Ar ts  Chiyoda（東京都）に
て、「Emerging」展を開催。“アートの再生・アートの
新生”をテーマに、京都造形芸術大学の後藤繁雄 

教授と本学の宮本武典  学芸員をディレクターとし、
卒業・修了制作展の選抜作品や、東日本大震災の
復興に取組む「福興会議」が進める、被災地の若
者のドキュメント「3.11 Af ter  Report」などを展示。
まだ、仮設住宅の『2525フレーム』や荒井良二氏の
記録映画『山形じゃあにぃ』の先行上映など、様々
なイベントを開催しました。

建築・環境デザイン学科の
被災地復興提言が採択されました

三井物産環境基金2011年度東日本大震災復興助
成に、建築・環境デザイン学科が申請した「東北の
被災地における地域公共圏のインフラおよびエネル
ギーシステムの提言」が採択されました。助成金額
は、14,757,000円です。 ◎分野：持続可能社会  ◎
助成期間：3年3ヶ月 ◎概要：「自然エネルギーを中
心とした新しい集落のかたち」の復興プランを被災
地住民とともに作成。新たな価値観に基づいた理
想的な未来を描き、自然エネルギー転換と産業振
興や、新しい集落、東北の風景を取り戻す活動の
実施などの提示と実践を提案。
三井物産環境基金URL：http://www.mitsui.com/jp/ja/

9人の作家の写真展
「仙台写真月間2011」に
卒業生が出品

8月23日～9月18日にかけて仙台のギャラリー数カ所
で開催された「仙台写真月間2011」に、映像コース
卒業生の工藤彩子さん、秋保桃子さん、花輪奈穂
さん、野寺亜季子さんと、映像学科副手の別府笑
さんが出品しました。複数のギャラリーを会場に、会
期を4期に分けて展示されました。
Sendai Artist-run Place  URL：http://www2u.biglobe.

ne.jp/~capri/SARP.html

artroom enoma  URL：http://enoma.exblog.jp/

白木淳子さんが版画展に5回目の入選
受賞作は『夜の風間で』

第79回版画展に、美術科日本画コース卒業生の白
木淳子さんの作品『夜の風間で』が入選し、8月10

日～14日に京都市美術館で開催された展示会に出
品されました。

サグラダ・ファミリア聖堂
その創造性あふれる魅力をひもとく

美術史・文化財保存修復学科では、7月16日に公
開講座「東西美術紀行  サグラダ・ファミリア聖堂－
ガウディのロマンとその実現」を開催。スペインでも
ガウディ研究の第一人者として知られる鳥居徳敏
氏を講師に招き、今も建設が進むサグラダ・ファミ
リア聖堂の、スペインの風土や伝統に根ざした創造
性豊かな魅力を紹介しました。

テーマは“ヤオヨロズの灯”
東北の心に灯を掲げる、芸工祭開催！

毎年恒例の大学祭「芸工祭」を、9月24日、25日の2

日間開催しました。当日は、サークルイベントや本学
ならではの学科・コースの自主企画展、本館の各教
室を改装したアートやデザイン作品の模擬店、また
在学生が運営する屋台・カフェなどが楽しめたほか、
卒業生有志による校友会ブースも出展。25日の夜
はクロージングイベントとして、企画展の表彰式な
どと併せて花火も打ち上げ、若さ溢れる2日間となり
ました。

美しく幻想的な光の作品
「Lighting  Object  2011」展

工芸コースとテキスタイルコースの3年生34名が半
年をかけて制作した、光が灯る作品をキャンパス各
所に出品する「Light ing  Object  2011」を8月25日
～9月8日に開催。今年で18回目の本展では、専門知
識と技術を活かしながら、鉄や樹脂、布、陶器など
の様々な素材で作品を制作し、夏の夜を彩りました。
また展示終了後に作品を一般の方へお貸しする里
親制度を設けており、学生が社会と関わる機会とし
ても活用。実際に今回の一部の作品も、県内の公共
施設などに展示される予定です。

湯治文化の新たな息吹
第5回「ひじおりの灯」

肘折温泉の“湯治文化を100年後に継承する”芸術・
文化での地域活性化事業として取り組む、肘折温
泉プロジェクト「ひじおりの灯」を8月2日～31日に山形
県大蔵村肘折温泉街で開催。日本画、洋画、グラ
フィックデザインを専門領域とする大学院生たちが
手漉きの月山和紙にそれぞれの“肘折絵巻”を描い
たオリジナル灯ろうを会期中温泉街に展示しました。
関連記事を6ページに掲載しています。◎主催：肘
折地区  ◎企画：肘折温泉プロジェクト実行委員会
＋東北芸術工科大学  ◎出品者：五十嵐れい／伊
藤麻衣子／稲恒佳奈／今枝加奈／大沼兄昌／菊
地真弓／木村聡美／後藤拓朗／佐藤真衣／佐藤
未萌／沈オウ斌／相馬祐子／高橋明弓／高橋洸
平／田島治樹／舘祥子／千葉さやか／鳥谷部恵
里子／野村亜也乃／日向かほり／松山隼／三浦
あさひ／望月梨絵／矢口哲也／山口明日香／渡辺
綾／渡邊静香  ◎運営：木村裕吉／柿崎雄一／宮
本武典／肘折青年団／立花泰香／佐藤真衣／役
野友美／千田若菜
URL：http://hi jiorinohi.com/

Twitter：@hijiorinohi

「GOOD DESIGN EXPO 2011」に出展
テーマは“共創co-creation”

8月26日～28日に東京ビックサイトで開催された、ア
ジア最大規模のデザイン展「G OOD  D E SIG N 

EXPO 2011」にプロダクトデザイン学科が今年も出
展。身近な生活用品から乗用車や建築まで、新しい
デザイン2,000点以上が一堂に会する中、“共創co-

creation”をテーマに、卒業制作優秀作品のほか、産
学連携の成果物を展示。紙管を使った環境に優し
いブース自体のデザインも見どころとなりました。

地域の課題を解決する
「コミュニティデザイン」とは？

8月1日にランドスケープ／コミュニティデザイナーの
山崎亮  京都造形芸術大学教授を講師にデザイン
カフェを開催。これは、デザイナーやデザイン研究
者の話題提供をもとに、参加者が気軽に語り合い
ながら、デザインの意味や本質を考えるワークショ
ップ。今回は、地域の課題を解決するための仕組み
づくり“コミュニティデザイン”について、山崎氏が携
わった事例紹介と、コミュニティをデザインする意味
を語り合いました。 ◎主催：デザイン哲学研究所

双子のキャンドルが心を繋ぐ
「キャンドルリンク3.11」

山形県朝日町の〈ハチ蜜の森キャンドル〉代表の安
藤竜二さんを招き、46組の親子がひとつの芯でつな
がった双子ロウソクを作るワークショップ「キャンドル
リンク3.11」を7月13日に開催しました。ロウソクの片方
を夏祭りで灯し被災地への想いを馳せ、もう一方の
キャンドルは、被災地のご家族への手書きメッセージ
を添えてプレゼント。一対のロウソクであたたかい気
持ちを通じ合わせたイベントとなりました。 

◎主催：こども芸術大学
キャンドルリンク3.11 URL：http://samidare.jp/candlelink/

無個性ワンルームをライトリノベーション！
「アトリエ・ワンルーム」

建築・環境デザイン学科を中心とした〈NPO法人環
境デザイン会議〉運営の〈山形R不動産〉では、借り
手の視点で賃貸物件を再生した「アトリエ・ワンルー
ム」のオープンハウスを7月15日、16日に開催。空室で
悩むオーナーが多い中で、借り手側は物件に不満を
感じている点に注目し、借り手の生活スタイルに合わ
せたリノベーションを提案。賃貸可能な物件として一
室を実験的に実際に改装しました。今後は反応を見
ながら改装物件を増やす計画です。
山形R不動産URL：http://www.realyamagataestate.jp/

 動き続ける「スマイルエンジン」
ボランティア活動助成事業に採択

本学と山形大学が、東日本大震災の被災地支援と
して2011年5月から活動を続けている「スマイルエ
ンジン山形」が、財団法人大和証券福祉財団（東
京都中央区／理事長  鈴木茂晴）の災害時ボラン
ティア活動の助成事業として採択されました。助成
額は50万円です。なお、山形県が主催する「2011年 

やまがた公益大賞」も受賞しています。「スマイル
エンジン山形」は5月4日～9月10日までの運行では
述べ約760名が乗車。10月以降も運行予定です。 

◎助成対象期間：2011年3月～2012年3月末日
大和証券福祉財団URL：http://w w w.daiwa-grp.

jp/dsf /grant/

デザインで切り開く、地域の未来
「共創のテーブル」を開催

共創デザイン室の本格的な始動を表すセミナーと
して、「共創のテーブル」を7月29日、8月11日、12日
にやまがた藝術学舎で開催。“デザインは地域の諸
問題を解決できるか？”を主軸テーマに、「ポジティ
ブをひきだすデザイン」、「エネルギーシフトとモビリ
ティデザインの新時代」などを、参加者と共に考え
ました。関連記事を4ページに掲載しています。
◎講師：田中範男 教授／坂東慶一 准教授／竹内
昌義  教授／馬場正尊 准教授／三浦秀一 准教授
／奥山清行／上原勲 准教授／共創デザイン室主
幹研究員 ◎主催：共創デザイン室  ◎共催：山形
銀行 ◎後援：山形新聞社／山形放送
URL：http://gs.tuad.ac.jp/kyoso/

室町時代からの寺宝
『両界曼荼羅図』の修復が
完了、奉納へ

文化財保存修復研究センターでは、南北朝時代に
制作され室町時代からの寺宝といわれる、酒田山
龍厳寺（酒田市）収蔵の『両界曼荼羅図』を修復し、
7月28日に奉納しました。長期間行方不明で著しく
損傷したこの曼荼羅の修復では、極細糸で織られ
た平絹を用いて残存する図様の痕跡を保存し、文
様を復元した表装裂（ひょうそうぎれ：土台になる
部分の生地）などを使用しています。

小国町の魅力が満載！
夏も賑わう学校〈studioこぐま〉

映像コース卒業生の大沼洋美さんと工芸コース卒
業生の鈴木淳平さん、大学院洋画領域修了生の
原田聖さんなどが小国町の旧小玉川小中学校を
〈studioこぐま〉として活用し、芸術や学びなどをキ
ーワードに活動を展開中。写真のワークショップや
大人のデッサン教室、小国町の魅力を引き出すワー
クショップなどを、8月に実施しました。随時開催中
ですので、詳しくはHPをご覧ください。
旧小玉川小中学校（山形県西置賜郡小国町大字
小玉川511）
TEL&FAX：0238-64-2008

URL：http://kotamagawa.blogspot.com/

佐藤彩絵さん
雪梁舎フィレンツェ賞展で
佳作を受賞

洋画コース3年生の佐藤彩絵さんの油彩作品
『compensation』が、「第13回雪梁舎フィレンツェ賞
展」で佳作を受賞し、雪梁舎美術館（8月7日～9月
11日／新潟県）とシアター1010（11月10日～15日／東
京都）での巡回展に出品されました。

再び集まった360名の笑顔
平成22年度卒業・修了式を行いました

東日本大震災の影響でやむなく延期となっていた
「平成22年度卒業・修了式」を、10月2日に東北芸
術工科大学体育館にて執り行いました。当日は約
360名の卒業生と修了生が集まり、お互いの卒業を
祝いました。

大学歌が完成！ 小山薫堂 教授と
佐藤竹善氏がタッグ。着メロも。

企画構想学科の小山薫堂  教授が作詞をし、Sing 

L ike  Ta lk ingのボーカリストで音楽プロデューサー
の佐藤竹善氏が作曲を手がけた大学歌が完成し、
10月2日に開催した卒業・修了式に合わせて完成披
露を行いました。当日は会場入りした佐藤氏が卒業
生に向けて熱唱したほか、卒業生へ期間限定での
着メロのダウンロードも実施。今後、企画構想学科
の演習の中で、楽曲のプロモーションなどを実践的
に取り組んでいく予定です。

東北の歴史・文化を掘り起こす
研究報告会「飛島－ほる・よむ・きく」

東北文化研究センターでは、公開研究報告会「飛
島－ほる・よむ・きく」を8月6日にとびしま総合センタ
ー、7日に酒田勤労者福祉センターで開催しました。
平成19年度から5年間続くこの研究では、東北に蓄
積された1万年の歴史や文化を掘り起こし、新たな
文明を切り開く原点として東北を捉え、幅広い視点
で活動。考古では縄文時代の遺跡の発掘、歴史で
は江戸時代からの古文書の解読、民俗では映像記
録保存や聞き書き調査を実施しています。報告会
では古くからの飛島の暮らしと文化、人々の姿が発
表されました。

山形国際ドキュメンタリー映画祭2011の

ポスター、先付映像を制作

10月6日～13日に開催された「山形国際ドキュメンタ
リー映画祭（YIDFF）2011」向けの、ポスターと先付
映像を本学の学生が制作。さらに学長の根岸吉太
郎 映像学科教授のゼミに所属する映像学科3年の
9名が東日本大震災をテーマにそれぞれ制作した短
編劇映画も上映されました。ほか、卒業生の黄木優
寿 監督が監督・撮影した荒井良二氏のドキュメンタ
リー映像や、向井山朋子氏の映像上映をやまがた藝
術学舎にて開催しました。 ◎ポスター制作：遠藤智
哉（グラフィックデザイン学科3年） ◎先付け映像制
作：田中可也子（大学院VCデザイン領域1年）
YIDFF URL：http://www.yidf f .jp/

飯塚さん監督の『僕らの未来』が第33回
PFFで受賞。さらに国際映画祭にノミネート！

映像学科3年の飯塚花笑さんが、脚本から完成ま
で約1年をかけて制作した映画『僕らの未来』が「第
33回ぴあフィルムフェスティバル」で受賞候補17作
品にノミネートし、「審査員特別賞」を受賞しました。
9月23日、29日に会場の東京国立近代美術館にて
上映され、舞台挨拶を行いました。また、飯塚さん
の作品は、9月29日～10月14日に開催されたバンク
ーバー国際映画祭のドラゴン＆タイガー部門（アジ
ア部門）出品作品としてもノミネート。国内からの招
待作品は2作品のみで、飯塚さんは主演を務めた映
像学科3年生の中島唯さんと共に同映画祭に出席し、
現地で日本語でのスピーチを行いました。 ◎『僕ら
の未来』（2011年／ビデオ／75分／カラー） ◎監
督・脚本・撮影・編集：飯塚花笑 ◎助監督：根本翼

美術家の阿部岳史さん
「Hierher  dorthin」に出品

彫刻コース卒業生で美術家の阿部岳史さんが、8

月2日～9日にドイツ文化会館（赤坂）で開催され
る日独友好150周年記念のグループ展「Hi e r h e r 

dorthin－ここから、あちらから」に出品。作品はサイ
レントオークションによって販売され、売上の半分が
東日本大震災の被災地に寄付されました。
ドイツ文化センターURL：http://www.goethe.de/tokyo

仙台と東京で
保護者会懇談会を開催

保護者会懇談会を仙台アエル（9月17日）と東京外
苑キャンパス（10月1日）でそれぞれ開催し、学科・
コースの担当教員や職員が、教育方針や教育内容
などを紹介。また、個別に学生の進路や成績につい
ての具体的な相談に応じる時間や、法人統合に関
する説明も実施しました。

山形花笠まつりで披露！
「芸工大桜風吹（さくらかぶき）」

恒例の「山形花笠まつり」が8月5日～7日に山形市内
で開催され、今年で14回目の参加となる本学花笠チ
ームも7日に出演。オリジナルの「男踊り」と「芸工大桜
風吹（さくらかぶき）」を、学生と教職員約100名が披
露しました。また、昨年からグラフィックデザイン学科
が取り組んでいる、花笠パレードに飛び入り参加する
方を応援し、花笠まつりを更に盛り上げるプロジェク
ト「やっ初まか初」も、会期中に山形まなび館を会場
に開催しました。関連記事を6ページに掲載。

若手作家の瑞 し々い感性。
卒業生・修了生12名が
「芸術日和」展を開催

金工、陶芸、日本画など様々な分野で制作を続ける
卒業生・修了生12名の若手作家が、8月31日～9月
4日に「芸術日和」展を山形の日産ギャラリーで開催。
色とりどりの感性で作り上げた器や絵画、アクセサ
リー作品を展示し、生活に彩りを添える作品との出
会いが楽しめました。 ◎出品作家：すずきひろみ／
武田昇子／星川香理／本田ゆうすけ／布施拓朗
／鶴田絢子／牧野広大／宮城菜々／矢萩誉大／
横沢美佳／湯浅記央／頼高純音
URL：http://kokori_.web.f c2.com/
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EVENT SCHEDULE 「 」では、在学生や卒業生の方からのイベ
ントなどの告知や、受賞情報をお待ちしてお
ります。広報室へお気軽にご連絡ください。
また、日程や掲載内容は変更になる場合があ
りますので、HPなどで事前にご確認願います。

臨床美術士養成講座 4級取得コース
臨床美術を実践する力を身につける［全 7回］

生涯学習プログラム講座レポート

9.28→11.6
「第20回奨学生美術展」に選出
佐藤国際文化育英財団の研究制作展「第20回奨
学生美術展」に、大学院日本画領域の山口裕子さ
んと、大学院洋画領域の原田圭さんが出品。国内
13大学から17名の学生が選出されています。
●第20回奨学生美術展
会期：9月28日（水）～11月6日（日）10:00～17:00（月
曜休館）
会場：佐藤美術館（東京都新宿区大京町）

10.1→11.23
「会津・漆の芸術祭」東北画を公開
チュートリアル「東北画は可能か？」のメンバーが、
震災直後から取り組んでいた“方舟”をテーマとした
学生たちの共同制作作品と“水”をテーマにした新
作をメインに展示いたします。
●会津・漆の芸術祭2011－東北へのエール
会期：10月1日（土）～11月23日（水・祝）
会場：大和川酒造（喜多方）
URL：http://www.aizu-artf est.gr.f ks.ed.jp/

10.10→10.22
「やきものと染」の世界
大学院工芸領域修了生のふくちあやこさんがグル
ープ展を開催します。
●やきものと染－荒姿寿・佐藤亜紀・ふくちあやこ展
会期：10月10日（月）～22日（土）11:30～19:00（土曜
日17:00まで）
会場：SAN-AI GALLERY+contemporary  art

（東京都中央区日本橋蛎殻町）
URL：http://www17.plala.or.jp/san-ai_gallery/

10.16→11.27

「向井山朋子／夜想曲」を開催
美術館大学センターでは、「向井山朋子／夜想曲」
展を開催。やまがた藝術学舎での作品展示などを
開催します。コンサートや映画上映は終了しました。
●TOMOKO MUK AIY AMA Nocturne ワーク・
イン・プログレス
被災した小学校に遺されていた2台のグランドピア
ノをギャラリーに移設し、その表面に口紅を施してい
く観客参加型のインスタレーション。
会期：10月16日（日）～11月27日（日）10:00～17:00

（火曜休館／入場無料）
会場：やまがた藝術学舎
出演：向井山朋子（ピアニスト）×宮島達男 副学長
URL：http://www.tuad.ac.jp/y-gakusha/

10.19
刑務所グルメ映画『極道めし』公開
映像学科の前田哲  准教授が監督した刑務所グ
ルメ映画『極道めし』が9月23日より全国ロードショー。
また次の日程でトークショーも予定されています。
●『極道めし』公開記念絶品トークショー
日時：10月19日（水）19:00～上映／21:00～トークショー
会場：フォーラム山形（山形市香澄町2-8-1）
出演：前田哲 准教授×せんるいのりこ（フードスタイ
リスト）
料金：トーク付前売券1,300円／当日券1,700円 

お問合せ：フォーラムネットワーク
映画『極道めし』URL：http://gokumeshi-movie.com/

10.20
大学院仙台スクール入学説明会
山形の芸工大にて大学院仙台スクールの概要や学
習意義の説明を教員がいたします。
●大学院仙台スクール入学説明会
日時：10月20日（木）17:30～18:30

会場：東北芸術工科大学 本館202講義室

10.21, 11.2, 16, 30
“ことば”から見る、震災後の世界
震災以降の新しい世界を展望するために、現状と
深く関わることができる“ことば”の再発見を通じて、
今とこれからを語り合うシンポジウムです。
●「はじまりのことば」みつけだそう－3.11後の世界
と言葉
○第1回「〈よりそう〉ことば」
日時：10月21日（金）
第1部 山川健一 教授 基調講演：17:10～17:50

第2部 ナターシャ・グジー・コンサート 18:00～19:10

会場：東北芸術工科大学 本館4階407講義室
○第2回：「〈めざめる〉ことば」
日時：11月2日（水）18:00～20:00

会場：東北芸術工科大学 本館2階207講義室
パネラー：平尾清 山形大学教授／熊谷周三 山形
大学大学院生／川西蘭 教授／石川忠司 教授
○第3回「〈つたえる〉ことば」
日時：11月16日（水）18:00～20:00

会場：東北芸術工科大学 本館2階207講義室
パネラー：内海春雄  塩釡市桂島会計担当副区長
／斎藤潤 教授／藤原千尋 講師
○第4回：「〈こたえる〉ことば」
日時：11月30日（水）18:00～20:00

会場：東北芸術工科大学 本館2階207講義室
パネラー：横川圭希（映像クリエイター／オペレーショ
ンコドモタチ）／山川健一 教授／文芸学科学生有志
お問合せ：文芸学科準備室
TEL：023-627-2284／023-627-2010

10.22→10.30
奈良・町家の芸術祭で展示
チュートリアル「東北画は可能か？」のメンバーが、
歴史を刻み込んだ古い町家に“花”をテーマとした
新作を展示します。
●奈良・町家の芸術祭  HANAR ART

会期：10月22日（土）～10月30日（日）
会場：奈良市毘沙門町／奈良女子大学セミナーハ
ウス／正木邸
URL：http://hanarart.main.jp/

10.23
学校法人統合説明会を開催します
山形県民・市民への、学校法人東北芸術工科大学
の統合に関する説明会を開催させていただきます。
●学校法人東北芸術工科大学の法人統合説明会
日時：10月23日（日）14:00～17:00（予定）
会場：山形商工会議所会館5階（山形市七日町3-1-9）
出席者：外部有識者／古澤茂堂  副理事長／根
岸吉太郎 学長／ 坂元徹  総務担当常務理事  等
内容：外部有識者によるご講演／学校法人統合の
概要のご説明／質疑応答  他
※予約不要です。会場へ直接お越しください。

10.28→11.9
津波で被災した作品の修復を
東洋絵画修復ゼミを中心に、美術史・文化財保存
修復学科での成果品の展示を行います。また、津
波で被災した作品の保管や応急処置も行っており、
そちらの紹介もいたします。
●紙から見える修復、被災図書レスキュー－護る・
遺す・繋げる

期間：10月28日（金）～11月9日（水）10:00～19:00

（土曜17:00まで／日祝休館）
会場：東北芸術工科大学 図書館2F スタジオ144

10.29→11.23
光と音で楽しむ紅葉の美しさ
大学院仙台スクールの渡邉英さんがコーディネート
する、松島円通院の紅葉ライトアップを開催。西澤
准教授による光と音の空間演出も実施。
●松島円通院 紅葉ライトアップ2011

会期：10月29日（土）～11月23日（水）17:30～21:00

会場：円通院／観瀾亭／瑞巌寺洞窟／天麟院 他
料金：大人500円／中学生以下200円

10.30

7分間の勝負！ 「デザセン決勝大会」
過去最多チームから応募のあった今年のデザセン。
9月上旬の二次審査で選ばれた12チーム（校）が、
自分たちのアイデアを発表します。提案を伝えたい
という純粋で真っすぐな発表に、誰もが感動するは
ずです。
●デザセン2011決勝大会
日時：10月30日（日）12:30～17:00（入場無料／予
約不要）
会場：東北芸術工科大学 本館3階201講義室

10.31
柔らかな気持ちでデザインを語り合う
参加者とコーヒーを飲みながら、デザインの事を語
り合いましょう。
●第2回デザインカフェ「風土と建築」
日時：10月31日（月）18:00～19:30（参加無料）
会場：東北芸術工科大学  デザイン工学実習棟A 

2階ギャラリー（予定）
講師：本間利雄 本間利雄設計事務所代表取締役

11.2, 3
東京芸術学舎で優秀作品を展示
TOKYO DESIGNERS WEEK 2011に併せて、東
京外苑キャンパスでプロダクトデザイン学科の優
秀作品を展示。11月3日10:00からは、高校生を対象
としたデザインイベントを同時企画しております。
●東北芸術工科大学 東京芸術学舎展
会期：11月2日（水）～3日（木・祝）11:00～18:00

（最終日は17:00まで／入場無料）
会場：外苑キャンパス 1階106教室

11.3, 12
幸福を一緒に「福しまピクニック」
福島県から山形県などへ避難中のご家族を対象に
ワークショップを開催。ジャムづくりや絵本づくりなど
を通して交流を深めます。皆様の参加をお待ちして
おります。
●福しまピクニック
会期：11月3日（木）、11月12日（土）10:00～15:30（現
地集合・解散／雨天決行）
※1回のみの参加可
会場：村山市農村文化保存伝承館
対象：60名程度（年齢不問／先着順）
参加費：大人1名1回1,000円／中学生以下無料
お問合せ・お申込み：TRSO事務局 

TEL：023-627-2218（平日9:00～17:00）各実施日
の2日前までにお申込ください。

11.6
自己推薦入試の出願受付中
●自己推薦入試
出願期間：10月7日（金）～26日（水）
試験日：11月6日（日）

11.7
持続可能な社会を考えた復興を
価値を見出すことや、持続可能な循環型社会の実
現を目指す熊野氏を講師に、震災復興に向けての
お話をいただきます。
●工業社会を越えて－震災復興から人災復興へ
日時：11月7日（月）17:30～19:00（参加無料）
会場：東北芸術工科大学 408講義室
講師：熊野英介  アミタホールディングス代表取締
役会長兼社長

11.12
山形から発信するエネルギーシフト
多くの一般の方と共に、どうしたら安全で快適な暮
らしや社会がつくれるかを、ゲストとの対談を通じて
考える勉強会です。第1回の情報は3ページに掲載。
●第2回エネルギーシフト勉強会 in 山形
日時：11月12日（土）13:30～15:30

会場：東北芸術工科大学 本館4階408講義室
パネリスト：竹内昌義  教授／馬場正尊  准教授／
三浦秀一 准教授
ゲストパネリスト：田中優氏
対象：一般市民／学生

11.14, 1.10, 2.2
子どもと一緒に成長する場を
1歳のお子さんとお母さんが「はじめての体験」を通
して小さな成長を感じる場。一緒に身体を動かした
り絵本を読んだりして楽しみましょう。
●子育て広場「だっこ」
対象：山形市在住の平成21年4月2日～平成22年4

月1日生まれの親子／各回15組程度
参加料：各回500円
お申込み：こども芸術大学
TEL：023-627-2280

○季節の素材“落ち葉”で遊ぶ「ひらひら」
日時：11月14日（月）10:00～11:30

申込締切：10月31日（月）
○リズムを感じながら全身で遊ぶ「ん・ぱっ！」
日時：2012年1月10日（火）10:00～11:30

申込締切：12月26日（月）
○絵本の登場人物になって遊ぶ「うんとこしょ」
日時：2012年2月2日（木）10:00～11:30

申込締切：2012年1月23日（月）

11.17
特別選抜入試が始まります
●デッサン特別選抜入試、小論文特別選抜入試
出願期間：10月24日（月）～11月4日（金）
試験日：11月17日（木）

12.9→12.14
プロダクトデザイン展を仙台でも
TOK YO DESIGNERS WEEK  2011で展示した
プロダクトデザイン学科の作品展を仙台でも開催。
●デザインウィーク in せんだい

会期：12月9日（金）～14日（水）
会場：せんだいメディアテーク

抽象画から感じ取ったことを思い思いに言葉
にする受講者たち。司会を受講者が順番に担
当し、臨床美術士の立場で観覧者の言葉を引
き出すロールプレイングも行われました。ギャラ
リートークについて鍋島先生は「絵について知
らない人は語ってはいけないという風潮を壊し、
美術を生活の中で楽しむ提案です」と語って
います。
右下のさつまいもの絵は、受講生が描いた作
品。既成概念としてありがちな紫色ではなく、
クリーム色や肌色、水色など、芋の中から感じ
られる色を重ねて量感を表現。技法や描写力
にはこだわらず、ギュッと身のつまったさつまい
もの存在を絵にしています。

「臨床美術士には600種類ものプロ
グラムがあり、ギャラリートークはその
ひとつです。客観よりも主観で自由に
語る方が真実に迫る場合もありおも
しろいですよ」
（日本臨床美術協会／鍋島次雄講師）

「講座の楽しさはもちろん、先生や受
講している皆さんとの交流も魅力のひ
とつです。楽しく充実した2日間が待
っていると思うと、長い旅路も楽しい
ものになっています」
（盛岡市／小野寺さん）

毎日の暮らしの感性をより豊かに。
東北芸術工科大学 

生涯学習事業

東北芸術工科大学 生涯学習プログラム
〒990-9530 山形市上桜田3-4-5

TEL：0120-25-8160

（受付：月～金  9:00～18:00 ※土・日・祝休み）

FAX：0120-41-2154　
URL：http://www.tuad.ac.jp/plusart/

芸術や文化を日常に加えると、心が豊かに、人生に潤いが与えられるはず。

東北芸術工科大学の生涯学習事業、「大人のための芸工大」では、アート

を身近に感じたい、もっと深く文化を学びたい、そんな皆さんの気軽な動機

づけをお待ちしています。以下の講座が引き続き申込可能です。詳しい資

料を無料でお送りしておりますので、まずはお気軽にご請求ください。

講座名 受講日 申込締切り

アートを活かして人間関係を広げる 11月8・15・22・29日、12月6・13日 10月18日
臨床美術士養成講座：5級取得（冬） 11月19・20日、12月3・4・17日 10月28日
臨床美術士養成講級取得（冬） 12月3・10・17日、1月7・14・21・28日、2月4日 10月28日
陶芸講座：秋・冬のうつわ（中級） 12月3・10・17日、1月7・14・21・28日、2月4日 11月14日
商品の付加価値を高めて伝える 1月10・17・24・31日、2月7・14日 12月3日
省エネ建築診断士養成講座 1月12・13日 12月16日
陶芸講座：野焼き 2月18・25日、3月3・10・17日 1月30日

「臨床美術」とは、アーティストとカウンセラー、

脳外科医とのコラボレーションで生まれた新た

な美術表現です。臨床美術士養成講座4級取

得コースでは、美術が本来持っている力を社会

に役立てることを目的とした指導法を学び、現場

で臨床美術を実践していく力をつけます。5級を

取得し、臨床美術士としての更なるスキルアップ

を目指している方が対象です。

実技では、オイルパステルやアクリル絵具などに

よる幅広い表現方法を学習。この日行われたギ

ャラリートークについての授業では、あらゆる美術

表現を否定せず、自分なりに受容する力を養い

ました。講師の鍋島先生は様々な絵を見せなが

ら、「何をしている絵でしょう？」「時間帯は？場

所は？」「どんな音が聞こえると思いますか？」と

問いかけ、受講者の感じたままの言葉を引き出し、

作品を鑑賞するという難しいイメージを改めてい

きます。思いがけない発想には笑い声、唸るよう

な分析には歓声があがり、教室の中は活気で溢

れていました。鍋島先生は「この問いに正解はあ

りません。大事なのは、皆さんが何を感じたか。

田んぼを耕して生きてきた人と、海で漁をして暮

らしてきた人では同じ絵を見ても、感じ方は違う

はずです。それを感じたまま声にすること」と語り、

まずは受講者自身が知識を依り所とせず、感性

を解放して美術に触れる意味を体験しました。

「毎回、美術の既成概念を根底から覆されてい

ます。難しいけど楽しいですね」という受講者の

工藤さんは、臨床美術士の資格を被災地でのボ

ランティア活動に活かしたいと考えています。ま

た岩手県盛岡市から通っている小野寺さんは

「臨床美術は感動につながるので是非岩手で広

めていきたいです」と、高いモチベーションで受

講していました。

美術を専門分野として囲い込まず、一人ひとりの

表現能力、表現する権利に還していく「臨床美

術士」は、これからの社会に求められる新しい資

格といえそうです。


